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  開会 午後 2時 00分 

○総合政策部参事 ただいまから第５回新城

市行政改革推進計画策定委員会を始めさせて

いただきます。本日は年度末のお忙しい中、

ご出席をいただきまして誠にありがとうござ

います。委員のお一人につきましては、どう

しても仕事の都合で欠席されるというご連絡

をいただいておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 本日は、午後３時から答申を市長にお渡し

いただくような関係で、記者などにも情報を

連絡しておりますので、午後３時から答申の

場を設けたいと思いますが、撮影の関係上、

本日は配席を変えさせていただきまして、こ

ちらがバックになるように配席させていただ

いておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 また、本日市民体育館の解体工事に入って

おりまして、時々解体工事の影響で、建物が

揺れる場合がありますが、地震かなと心配さ

れるときもありますが、ご心配いただかずに

非常放送がない限りは地震ではありませんの

で、よろしくお願いいたします。 

 今回、これが最後の委員会となりますけれ

ども、お手元にあります次第に従いまして進

めさせていただきたいと思います。 

それでは、委員長の昇先生に進行の方お願

いしたいと思いますので、お願いいたします。 

○昇 秀樹委員長 予定では、３時の答申と

か、マスコミとかとなっておりますが、審議

の結果がどのようになるかわかりませんが、

なるたけそのように答申ができるよう進めて

いきたいと思います。 

 それではまず、パブリックコメントの結果

について事務局の方からお願いします。 

○事務局 はい、よろしくお願いいたします。

行政改革推進計画（案）につきまして、１月

６日から２月５日までの１カ月間、ホームペ

ージや市役所の本庁舎、鳳来・作手の両総合

支所にて公開をしておりましたけれども、市

民の方々から特に意見等はいただいておりま

せんので、よろしくお願いいたします。 

○昇 秀樹委員長 １件も意見が無かったと

いうことですね。 

○事務局 はい。 

○昇 秀樹委員長 それはどうなの。他の案

件でもこうしたことは間々あることですか。 

○事務局 そうですね。この前に行っており

ました総合計画もパブリックコメントを実施

しましたが意見がなかったり、この後に行い

ました市民憲章も特に市民の方々から意見が

無かったようです。 

○昇 秀樹委員長 市民は市当局を信頼して

いるようですね。 

 それでは続いて、３番の行政改革推進計画

（案）について事務局の方から説明をお願い

します。 

○事務局 はい。それではお手元に配布させ

ていただきました新城市行政改革推進計画

（案）でございますけれども、先回の第４回

での指摘事項とパブリックコメントでは特に

意見がございませんでしたが、多少の見直し

等をさせていただき、若干修正をさせていた

だいておりますので、説明をさせていただき

ます。 

 １枚目や目次等は変更ございませんが、第

１章でございますけれども、１番上の「道路、

トンネル、橋りょうなどに見られる」と今な

っておりますが、前回まで「中央自動車道笹

子トンネル」という具体的な名称が入ってお

りましたけれども、その名称を修正させてい

ただき「道路、トンネル、橋りょう」という

形で修正をさせていただきました。 

 それから５段目でございますけれども、し

かしながらという段落になりますが、昇委員

長からしかしながらの後に、「団塊世代が７５
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歳以上となる「２０２５年問題」や」という

言葉を追加してはいかがでしょうかというご

提案をいただきましたので、２０２５年問題

という表記を追加で入れさせていただきまし

た。 

 続きまして、第２章になりますが、４ペー

ジでございます。表３でございますが、平成

２９年度に新城地区の城北・中央こども園を

１園に統合とありますが、先回までは平成 

２８年度に城北・中央こども園の統合との予

定でしたが、１年ずれるということが担当課

から連絡がありましたので、平成２９年度に

変更をさせていただいております。それと、

下の表４でございますけれども、一般行政の

下に括弧書きで保育士・幼稚園教諭の欄を入

れさせていただきましたけれども、今までは

一番下に保育士・幼稚園教諭を入れておりま

したが、なかなか一般行政の中に保育士等も

含まれているということが分かりづらいこと

から、一番下の説明文を追加させていただき、

一般行政の下に括弧書きで入れさせていただ

き、表の修正をさせていただいております。 

 また、５ページでございますけれども、５

ページの１番下の段のさらに、と始まる段落

になりますが、ここのところも昇委員長から

合併算定替の幅について記入した方が良いの

ではないかとご提案をいただきましたので、

「平成２８年度は合併算定替による増加額の

９割、平成２９年度は７割、平成３０年度は

５割、平成３１年度は３割、平成３２年度は

１割となり」というところを追加で記入させ

ていただき、平成３３年度に一本算定となり

ます、と追加で表記させていただいておりま

す。 

 以上が第４回からの修正点となりますので、

よろしくお願いいたします。 

○昇 秀樹委員 この行政改革推進計画につ

いて、今の修正箇所を含めて全体通して質問、

意見等があればどなたからでも。 

 細かいところですけれども、４ページの先

ほどの保育士・幼稚園教諭の括弧書きのとこ

ろですけれども、数字も括弧の方がいいかも

しれませんね。数字に全部括弧を付けた方が

いいですね。 

○事務局 はい。わかりました。 

○昇 秀樹委員長 こども園、小学校、公民

館などは統廃合が進みましたね。何でこんな

にうまくできたのですかね。だいたいどこで

も苦労して計画は立てるのだけれども住民の

反対等に合って、挫折していくところが多い

のですけれども、新城は小学校３校減らした

り、公民館・老人憩の家は４３施設減らした

りすごいですね。これは何でこんなに減らす

ことができたのでしょうか。合併によるもの

の。 

○事務局 こども園や小学校については児童

数が少なくなってきて、地元も交えてそうし

た検討会議がうまく進み、仕方がないなとい

う感じで。 

○企画部長 父兄さんはなるべく多くの子ど

もさんの中で教育を受けさせたいということ

がありまして、逆に保護者でない地元の方は

小学校がなくなってしまうと寂しくなるとい

うご意見をいただいているのですけれども、

子どもたちのためということで。 

○昇 秀樹委員長 むしろ子どもたちの親御

さんが。 

○企画部長 父兄さん達は大勢の子どもの中

で子どもを学ばせたいという意見が多いです。

また、公民館・老人憩の家につきましては、

そもそも地元で建てていただき、公民館とい

う位置付けにしていた部分がありましたし、

老人憩の家につきましては補助金を使って各

集落に集会所のような形で使っていたものを、

ご地元に移管するといいますか、もともと運

営自体をご地元が行っていたのが事実であり
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ましたので、地元に地縁団体を作っていただ

くことを条件に無償譲渡をしております。 

○昇 秀樹委員長 だから実態としてはあま

り変わらないということですね。 

○企画部長 はい。 

○昇 秀樹委員長 市町村立であったものが、

地元の方に無償で譲渡して管理していただい

て、あとは地元の地縁団体で管理していくと。 

○企画部長 はい。それでその部分について

は税金も掛けませんよということになります。 

○昇 秀樹委員長 なるほど、そういうこと

ですか。そうであれば、進みますね。それで

は、残った８６の施設についてもそのような

流れなのですか、そうではないのですか。 

○財政課長 地元で地縁団体が作れない所が

あったり、施設の中で大きいもので、今回の

３月定例会で議案上程をしているのですけれ

ども、有海の勤労者センターという大規模な

施設があるのですが、こちらは地元でという

ことで、それまでは指定管理者制度で市の施

設を地元で管理して頂いたりしてきて、これ

からは全て地元で管理していただくというこ

とになります。あと残っている施設、こちら

の１２９施設の中で多いのは、消防団の関係

で地元にある器具庫ですとか、詰所、また使

っていないものもありますので、そうしたも

のの件数が多くなっています。 

○昇 秀樹委員長 それならば、将来何らか

の形で整理していくと。 

○財政課長 順次整理していくことになりま

す。 

○昇 秀樹委員長 かなり職員数は減らして

きているから減らすのがいいというわけでは

多分ないのですけれども、職員数の推移をみ

るとちょっと増えていますよね。病院で増え

ているのかな。この辺の展望と言いますか、

９０２が横ばいなのか、少し増えていくのか、

あるいは減っていくのか、その辺はどんな感

じなのですかね。 

○人事課長 今ですね、最終的に次の計画と

なる定員適正化計画の数字の精査をやってお

るところなのですが、病院部門につきまして

は、若干増える計画を今しております。その

理由は、病棟の関係で見直しをしておりまし

て、地域包括ケア病棟というものを、在宅へ

うまく患者さんが行けるようになるための病

棟を開設する計画がありますので、そのため

に医療技術職の方や、看護師の方を採用して

いきたいという計画がありますので、そうい

った面からそちらの増員を予定しております。 

○昇 秀樹委員長 公営企業、病院は多少増

加だとして、あと普通会計ベースではどうな

りますか。 

○人事課長 普通会計ベースでは、新城市の

特徴でありますこども園は全て公立です。そ

れから消防は北設楽郡も管轄しておりまして、

その２つの分野で職員数は多くなっているの

ですが、そこの２つの所では若干増える形に

なるのですが、その保育士と消防を除けば普

通会計ベースでは増減なしで今設定をしてい

きたいと思っています。 

○昇 秀樹委員長 トータルではこども園関

係と消防で微増して、あと病院も微増でトー

タルも微増になるぐらいということですかね。 

○人事課長 そうですね。 

○昇 秀樹委員長 だから定量的に無理なの

であれば、少し定性的でもいいのでその将来

展望みたいな話は少し書いたほうがいいかも

しれないね。行政改革推進の計画ですので、

全く書いていないというのも、これまでの経

緯は書いてありますけれども、今言っていた

だいた理由等も少し書いていただいて、類似

団体と比べてまでは書く必要は無いかもしれ

ませんが、最低限のサービスは提供できるよ

う今後の５年間は微増が見込まれますという

ような表現は入れていただいた方がいいかも
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しれません。 

○総務部長 地方分権が進み、地方創生とい

う流れの中で今までは合併して当然効率の良

い１０万人規模の自治体をと進められてきま

したが、地方分権の仕事が進んでくるとどう

しても市町村の仕事が多くなってきているの

ですが、それに対応するべく全国的に見て、

類似型ということで職員数も聞かれているの

ですが、多少なりとも職員の定員計画という

のは国としてはどのように見ているのでしょ

うか。 

○昇 秀樹委員長 地方自治ですからそれぞ

れなのですけれども、かなりグーッと減らし

てきて、横ばいか微増という考えで、市町村

合併が終わってそこで減って、減った後はそ

んなには減っていないところが、比較多数だ

と思います。比較でみると横ばいのところが

多く、多少微増のところもあると思います。 

○総務部長 今説明したように、職員が増え

る理由は、病院には企業会計ですから病院の

事情があると思いますが、消防ついては広域

消防と新東名のインターができ体制を整える

必要があるからになります。 

○昇 秀樹委員長 新東名の関係で消防もと

いうことですが、豊橋と広域で東三河は行っ

ていますよね。それで職員は減にはならない

のですか。 

○総務部長 県の思惑は東三河を一本でと想

定していたようですが、いろいろと市町村間

の関係で県の思うような形でできなくて、今

は通信体制のみ一本で行っています。 

○昇 秀樹委員長 通信体制の部分で△１と

かにはならなかったのですか。 

○総務部長 目に見える形にはならなかった

です。 

○昇 秀樹委員長 トータルとしては、他の

ところでとなるのですね。 

○総務部長 北設ではどうしても自分たちの

ところに救急車が欲しいということで、その

ためには増員をしてほしいということから、

その分のお金は当然北設で負担しますとなっ

ています。 

○昇 秀樹委員長 それは北設が負担するの

ですか。 

○総務部長 当然そのようになります。 

○昇 秀樹委員長 広域連合のような均等割

合をするのではなくて、自分たちのところで

使うのだから自分たちのお金で負担するとい

うことですね。 

○総務部長 そうです。 

○昇 秀樹委員長 なるほど。これまではか

なり無理して減らしてきて、少しひずみが出

てきて微増のとろこがあるのは、別に絶対悪

いということではないと思うのですけれども、

今部長さんがおっしゃられたように、きちん

と個別の理由を書いておいて、こういうこと

なので微増になるという形の説明をしていた

だければよろしいかと思います。 

 最後なので、あまりちゃぶ台をひっくり返

すようなことはしたくはないですが、この（案）

についての意見でも構いませんし、そうでな

くても結構ですが、これまで５回やってきま

したので、行政改革推進計画策定委員会で５

回いろいろとやって最終的に事務局で取りま

とめていただいて、それについての感想、コ

メントを委員の方々からお願いしたいと思い

ます。 

○委員 はい、今回のこの委員をやらせてい

ただいて、今までこのようなことを深く考え

たことが無いようなことだったのですが、こ

のような機会をいただいていろいろなことに

参加させていただいて、とても勉強になりま

した。ありがとうございます。 

 ただ、やはり私のような人間がいっぱいい

ると思うのです。あまり市のことをそこまで

考えていないような。先ほどのパブリックコ
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メントもそうですが、無関心の部分が多くあ

るのかと思います。 

 あと、市の方々もあまり知らなかったとい

うアンケートの結果を読ませていただくと、

なんとかここのあたりから変えていく必要が

あるかと思いますが、ただそれが一番大変な

ことであると思いますけれども、せっかく良

いこのような計画が出来てきますので、是非

進めていただきたいと思うのと、職員の方を

私も知っている方も大勢いますけれども、市

を変えていこうという熱い思いを持っている

方も大勢いらっしゃるのだとわかったのが、

とてもうれしく思いましたので、何とかあき

らめずにいろいろな難問と闘いながら是非進

めていただき、できる限り私もあと一生懸命

やらせていただきますので、よろしくお願い

いたします。感想までですが。 

○昇 秀樹委員長 途中で出ていましたけれ

ど、まず市職員に理解してもらい、それから

市民にも理解してもらうということで、あり

がとうございました。 

 次にお願いします。 

○委員 会議に出ているだけで、会議でとん

ちんかんなことを言って皆さんを困らせてい

たのではと思っておりますが、もう少し、市

に限らず行政全般について理解した上でのい

ろいろな発言ができればよかったのですけれ

ども、全くの素人が出てきて勝手なことだけ

を言って申し訳ありませんでした。 

 今ここを歩いてくるときに、ある議員さん

に会いまして豊橋で広域連合の説明会があっ

て行ってきたというお話をされたのですけれ

ども、ここにもクラウドの話や広域連合の話

が出ておりますけれども、今ひとつピンとこ

ないというか、どの部分が広域化して共通化

して、その後どうなるのかというのがもう少

しピンとくるところが無くて、もう少しいろ

いろと教えていただければという気がありま

す。あと、職員の数を見ていて病院ですが、

病院の職員の数が私、こんなにいるのかとび

っくりしました。これ、病院だけの数ですか。

あそこの病院の中だけの数ですか。 

○人事課長 病院は作手診療所と市民病院の

職員になります。作手診療所は１０人ぐらい

ですが、それ以外は市民病院になります。 

○委員 正直言って患者さんの数や中に入院

されている方の数などからして、こんなにた

くさんいるのかなと、ちょっとびっくりして

おります。これも部外者として全くの素人の

意見として聞いていただければと思いますが、

病院として地域に存続させるということも非

常に重要なことで、存続させるためにはそれ

だけの人的なものを揃えなければならないと

いうことなのでしょうけれども、地域の人た

ちの期待に応えているかどうかという、今の

病院がこれだけの２００人以上の職員を揃え

て本当に地域の人たちの期待に、機能を果た

しているのかという疑問を感じています。こ

の病院だけではなくて、病院というと専門的

なところになりますから、院長さんの方針で

市の方で関与と言います口を出すことができ

ないのかもしれませんが、各分野で専門的な

職員を作ってしっかりと勉強してもらって、

新城にとって病院はどうあるべきかなどのこ

とをリードできる職員の方がいてもいいので

は。病院に限らず各分野でこの分野について

はこの人が非常に詳しいというような、スペ

シャリストを作ってもらってやっていくのも

良いのではと。見ているとわりと市の職員の

方、公務員全般にそうかもしれませんけれど

も、全般的にいろんな分野をこなしていくと。

所属する部署でも全般的にあらゆることをこ

なしていくという感じが強いのですが、もう

少しスペシャリストを育ててもらう。こうし

た行財政改革の問題にしてもいかに効率的に

するか、それからいかに効率的にお金を使う
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かという点からもスペシャリストというもの

が必要になってくるのではと思いました。以

上です。 

○昇 秀樹委員長 病院の平成１７年は 323

人いましたよね。平成２３年に 213人まで減

って、そこから微増となっていますが、減ら

す過程とそれから微増の過程は先ほど地域包

括ケアのことなどをお聞きしましたが、減ら

す過程、これはどのような考え方でどういう

分野を減らしてきたのかは。 

○総合政策部参事 実はこれは減らそうと思

って減らしたものではなくて、全国的にも医

師不足が叫ばれていますが、新城市民病院に

おきましても平成１７年に医局の関係で医師

の引き上げがありまして、そうしたことから

診療科目が限定されたことなどもありまして、

市民病院は入院病棟を持っていますのでもち

ろん看護師も大勢いるわけなのですけれども、

それにしてもある程度の医療上実態的に余剰

という中で、看護師たちもその当時本当に危

機的な状況となりましたので、将来をご心配

されてよその病院に移られた方もかなりあり

まして、ぐっと減ってきたわけですけれども、

一生懸命新城市としても医師の確保などに努

めまして、２０人以上の常勤医師を確保する

ということを目安に頑張ってまいりまして、

そうしたことが続いたことによりまして看護

師や技師など皆さんがある程度安心して定着

していただき今がある状況です。 

○昇 秀樹委員長 具体的に、例えば産婦人

科だとか無くなったのはどのような科ですか。 

○総合政策部参事 詳しくはあれですが、産

婦人科が一番目立った形で休診となりました。 

○昇 秀樹委員長 お医者さんが確保できな

くなって、お医者さんがいなかったらそもそ

もあれなので看護師さんや技術職の方もセッ

トで減っていったと。これ行革で減らしたわ

けではなくて、お医者さんが確保できなかっ

たので、結果として減ってきたと。 

○総合政策部参事 はいそうなります。 

○昇 秀樹委員長 多少またお医者さんを何

人か確保できるようになって、微増できてい

ると。 

○総合政策部参事 はい。実際に今常勤医師

が２３、４人まで増えていると思います。 

○昇 秀樹委員長 そういうことか。新城の

この地域において、市民病院は一番大きな中

核病院なのですか。 

○総合政策部参事 はい、そうですね、奥三

河の中で。 

○昇 秀樹委員長 奥三河の中核病院として

の役割を持っていると。 

○総合政策部参事 はい。 

○昇 秀樹委員長 そうすると、最低限の普

通の病院にあるような科は備えているという

ことに。 

○総合政策部参事 現在医療の細分化がもの

すごく進んできましたので心臓外科などにつ

いては、東三河に大きな豊川市民病院や豊橋

市民病院、ハートセンターがありますので、

そちらに送らせていただき、病院の特化が進

んできておりますので、そうした部分につい

ては、他の病院を頼らざるを得ない状況にな

りますが、なるべく内科だとかあるいは日頃

の医療、手術などについては、対応していき

たいというところですが、救急、特に交通事

故などの面でいきますと整形外科医が必要に

なってくるわけですけれども、そちらも今常

勤医師がいないという状況になっております。 

○昇 秀樹委員長 病院経営の損益でいくと

やっぱり赤なのですか。 

○総合政策部参事 病院事業の全体としては、

ぎりぎり黒字のところで、もちろん法定で決

まっております市の一般会計からの繰り入れ

はいただいておりますが。 

○昇 秀樹委員長 とんとんぐらいのところ
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で。 

○総合政策部参事 はい、ぎりぎりのところ

で。 

○昇 秀樹委員長 確かにスペシャリストが

いないと病院経営などは簡単にはこれいらな

いとか、これいるとか言えないので、それは

そうかもしれませんね。ある程度、人事にお

いても病院の中でなくて、こちらの市役所の

側で病院に詳しい人というのを計画的に育て

ていくのも必要かもしれませんね。９００人

のところで、２２０人ですからウェイトが大

きいですから、予算査定をするときでもわか

らないとだめですから。 

 はい、それではいかかでしょうか。 

○委員 今のページのところで確認をお願い

したいのですが、この保育士・幼稚園教諭と

いうのは下の注で一般行政部門の職員数に含

むとありますが、例えば平成２６年の１２３

人というのは４２０人の中に含むということ

で、よろしいでしょうか。 

○事務局 はい。 

○委員 それ以外には２９７名の方がいると

いうことになると思いますが、これは保育

士・幼稚園教諭の数を出したいということで

あえてこのような記載をしたということで。 

○事務局 はい、そうです。先ほど人事課長

から説明があった通り市内すべて公立のこど

も園となっておりますので、保育士等の数が

多いということも紹介したいと思います。 

○委員 はい、それと教育のこの方たちとい

うのはどのような方になりますか。 

○人事課長 この方々は市の教育委員会の事

務の職員と小中学校に調理員がおりますので、

そうした方になります。 

○委員 教育職ではないということですね。 

○人事課長 はい、そうではないです。 

○委員 学校の先生ではないですね。 

○人事課長 はい、先生は入っておりません。 

○昇 秀樹委員長 学校の先生は、県の数に

なりますので。 

○委員 定数枠は県になるということですね。

それから、用語解説のところでちょっと気に

なるところがありまして、１６ページの山の

湊の最後のところですが、「その馬の浪が入っ

たり出たりする新城を「山の湊」といわれて

きました。」と、この辺が最後言われてきまし

たとなっておりますので、例えば「出たりす

るさまから新城は言われてきました」とか、

「新城は」とした方が簡単に、この辺のとこ

ろ一度見直していただければ。 

○昇 秀樹委員長 新城を山の湊と言われて

きました、というのはちょっと日本語として

おかしいですね。 

○事務局 はい、ありがとうございます。修

正をさせていただきます。 

○委員 いずれにしましても、本当にこの事

務局の方々にまとめていただき、たたき台と

おっしゃられておりますけれども、非常に多

岐にわたってまとめていただき、ありがとう

ございました。 

○昇 秀樹委員長 先ほど委員さんから言わ

れた広域連合の話ですが、新城市でやること

と、それから一部事務組合、広域連合でやる

こと、それから、この４月１日からスタート

する東三河でやるようになる３層でというか、

その辺の考え方、この事務はどのような考え

方でというのをお教えいただければと思いま

すが。 

○企画部長 ４月１日から始まる東三河広域

連合につきましては、現在共同事務として６

つの事業を予定しております。一つは介護保

険を平成３０年度に導入するための準備事業、

それから消費者生活相談事業、障害支援区分

認定の審査、滞納整理を現在県と一緒に行っ

ているものを広域連合に移すのと、社会福祉

法人の監査を各市で行っていたものを広域連
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合で行い、あと地図を作るという、今まで市

が飛行機を飛ばして航空写真を撮っていまし

たけれども、そうすると市境まで行わなけれ

ばならず無駄になりますので、みんなで一度

に飛ばしたほうが効率的だよという、都市計

画図を作るという６つの事業を共同処理とし

て行います。 

 その他に、今後ですけれども県や国の権限

移譲を行ってやっていきましょうという調査

研究、どういったものができるのかという調

査研究事業、あとは広域連携、新たに連携し

て行うべきものの調査研究を進めていきます。 

 キャッチフレーズを「発展・成長する広域

連合」ということで、最初は６つの共同処理

事務から行いますが、どんどんみんなで一緒

になってやっていけるものがあれば検討して

やっていきましょうというスタンスでやって

いきます。 

 これが東三河広域連合になります。それ以

外にうちは一部事務組合などには入っており

ません。 

○昇 秀樹委員長 今はもう消防とかゴミと

かは合併して。 

○企画部長 市町村合併の際に、３市町村の

一部事務組合で行っていたものが、市のもの

になりましたので、一部事務組合で行ってい

るものは、すみません、交通災害共済の１日

１円というものが残っております。３６０円

の保険をかけておくと交通事故の際に保険が

使えるものです。 

○昇 秀樹委員長 それはどれぐらいの枠組

みで。 

○企画部長 新城以北になります。事務局は

新城市でやっておりますが、金額はそんなに

大きくありません。 

○昇 秀樹委員長 ということは、ほぼ新城

市としてやるものと東三河広域連合で行うも

ののほぼ２階建てぐらいの感じですか。 

○企画部長 はい、そうです。 

○財政課長 あとは後期高齢が愛知県全県で

やっております。 

○企画部長 後期高齢者は全県でやっていま

す。 

○昇 秀樹委員長 後期高齢はそうですね。

今度は国民健康保険もという動きも。 

○企画部長 ３年後ぐらいに。 

○昇 秀樹委員長 あれも広域連合を使う形

でやるのですか。 

○企画部長 そうだと思います。 

○昇 秀樹委員長 直接県の直営事業になる

のか、まだわからないと思いますが。 

○企画部長 県の直営事業になると思います。 

○昇 秀樹委員長 まさに移管に、市町村か

ら事務を移管することになりますね。 

○総務部長 先ほどの消防の話もありました

が、消防も一本になるように仕向けているの

ですか。 

○昇 秀樹委員長 国の意向はそうです。東

京消防庁を狙っていると思います。将来的な

ことになると思いますが、東京消防庁スタイ

ルで、東京２３区は都政なので直轄でやって

います。三多摩の部分は、三多摩が全部事務

委託をしているのです。ですから、東京都の

エリアについては全部都が消防事務を担当し

ています。市区町村は全然やっていません。

それで特に問題は起こっていません。むしろ、

高度消防もできるので、少なくとも大都市圏

については、東京消防庁方式を狙っていると

思います。地方圏については、いろいろとあ

るので一概には言えないと思いますが、１県

１消防でやれるところがあればやっても構わ

ないぐらいの方向ですよね。 

○総務部長 愛知県はそのような感覚ですか

ね。 

○昇 秀樹委員長 その時々の政権の考え方

でいろいろとありますが、市とこのような広
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域とあるいは県とよくわかりませんけれども、

憲法改正の時に自民と維新という話もあるの

ですよ。維新と自民が一緒になれば道州制が

かなり復活してくるのですけど、公明党はそ

れを恐れているのです。今自公の枠組みでや

っていますけれども、自民党としては維新と

組んで憲法改正をやりたい気持ちが結構ある

のです。来年の参議院議員選挙が終わってか

ら。参議院議員選挙は今の枠組みで戦って、

参議院議員選挙が終わってから憲法改正をや

ろうとしている。憲法改正をやるのであった

ら公明党とやるよりは、維新とやった方がス

ムーズに進むと。それで維新とやろうとする

と維新のいの１番が大阪都であり道州制です

から、自民党ももともと道州制は公約に書い

ていたことですから、ただ今の安倍政権にお

いてはプライオリティが低いですが、維新と

やるということになると道州制のプライオリ

ティが高い政策になる可能性があるので、ま

あ全然わかりませんけれども、でもそうなっ

てくると道州制とか東三河広域連合とかある

いは新城市とかどういう枠組みでどういう仕

事をやってもらうのか、一番住民にとってい

いのかということを考えていかないといけな

い。だからどんなことがあっても大丈夫な心

づもりをしていかなければいけないというこ

とで、大変なのですけど。それで、片一方で

やっていただいているように、地域自治区み

たいな小さい単位で住民協働をいろいろとや

っていただくと。 

事業主体というよりも編集者、コーディネ

ーターを、いろいろなことをこれはここでや

ってもらって、これはここでと、これは彼と

彼女にここでやってもらってという、要する

にいろいろな事業を組み合わせてやってもら

うということで、もちろん直営のものもある

のですけれども、直営のものよりは、地域に

ある資源をうまく組み合わせて問題を解決し

ていく、そういうシンクタンクというか、コ

ーディネーターというか、そういうイメージ

で進めていく必要があるかもしれません。 

ですから、本当に市町村職員の能力アップ

ですよね。自分のお金で市町村道を直すのは

そんなに難しくないけれども、人様のお金や

人様の力を借りて福祉目的とか教育目的でま

ちづくりをやっていくとなると、かなりの交

渉の能力だとか説得力だとかを鍛えないと人

様の力でできません。 

これがこれからの自治体で一番強く求めら

れることになるのかと思います。いろいろな

仕事をこういう形でいって、特に町村はいろ

いろな仕事を広域でやっていくと、玉ねぎの

皮むきで身を削っていくと、維新はそれを狙

っていますので、全国全部を市にするのだと

基礎的自治体を。市と州と中央政府という３

層設定が維新の狙っている将来像です。 

政治ですので、どういう勢力が与党になる

かによって変わってくるのですけれども、そ

ういう可能性は結構高いと、参議院議員選挙

が終わった後ですが。片一方であっという間

に地方創生だといって１年間で計画を作れと

言われたり、中央の都合でころころと日本国

中でプレミアム商品券を配ったりとあります

けれども、そうしたことも含めて柔軟に対応

できる力というものを付けておくことが大事

なことだと思います。 

そうした時に、プレミアム券はそれとして

しょうがないのですが、予算もありますので

やらなければいけないのですが、そういうこ

とだけにとらわれているのではなくて、これ

は地方創生の本筋ではないなということが、

きちんとクールな目で見ていただきながら、

本当の新城を中心としたこのエリアの持続可

能な地域をどうやって作っていくかというこ

とを真剣に考えて、とりあえずお付き合いで

プレミアム商品券もやりますけれども、税金
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で２割３割上乗せしてそんなのが持続可能な

地域づくりになるわけがないのですから、別

にアイディアがないから出しているわけで、

交付金を付けるということからやらない手は

ないということでやるわけで、それで地方創

生ができるというばかなことはないので、そ

れはあくまでお付き合いでやるわけで、本当

の意味で地域経済の循環を作っていくという

ことを考えていく必要があります。 

いろいろと意見を言わせていただき、入っ

たものも入らなかったものもありますが、事

務局がんばって作っていただいて、そんなに

別に出来が悪いわけではないと思いますので、

一応今日の意見で例えば定数のところも少し

定性的な表現を付け加えていただくという条

件付きで、この行政改革推進計画（案）をこ

の計画策定委員会として了承するということ

でよろしいでしょうか。 

○委員 異議ありません。 

○昇 秀樹委員長 はい、ありがとうござい

ます。それではこの後で、市長さんに答申す

るということでよろしいですね。 

○総合政策部長 そうしましたら、ただいま

のは、この９ページの真ん中の少し下のとこ

ろに「職員定数の管理」というところがある

わけですが、こちらの方で少し直させていた

だき、そうした形で入れさせていただきたい

と思います。 

○昇 秀樹委員長 そうですね。今後の方向

性を入れていくと。 

○総合政策部長 はい。そのようにさせてい

ただきますので、よろしくお願いします。 

○昇 秀樹委員長 地方創生は、補正予算の

分はこれでやるとして、１年かけて作ってア

イディアを出して、やっていかなければいけ

ませんが、何かアイディア出てきそうですか。 

○企画部長 本市の場合は、今年から若者政

策を前面に出して行っておりまして、若者が

元気になることが新城市のこれからの発展に

もいいのではないかということから、そうい

ったものを具体的な政策が、今度の総合戦略

の中に載ってくるのかなと思います。また、

総合戦略が出るとは思っていなかったのです

が、昨年地域自治区に空き家の調査をさせて

いただき、その空き家の有効活用等も平成 27

年度の予算で空き家バンク等を始めて、地域

が関わっていく形の空き家バンクを始めまし

ょうということを考えていたのですが、こう

いうことも先行型で拾い上げましたので、補

正で前倒して補助金の対象とさせていただい

ておりますが、新城市は県下で唯一消滅可能

性都市と言われましたので、こう言われたこ

とがかなり私どもにも響いておりまして、地

域活性化についての施策等考えておりました

が、今後、総合戦略に後押しされて進んでい

くのではと考えております。 

○昇 秀樹委員長 新城に生まれ育って出て

いかれる方と残られる方があって、今度外か

ら新城に来られる若い方というのもお見えに

なるのですか。 

○企画部長 はい、農業の関係ですとＩター

ンですね、５人からもう少しお見えになるよ

うですが、農業でこちらに来て定住していく

方もいらっしゃいますし、地域おこし協力隊

を今年初めてやったわけですけれども、４人

採用して新年度に１人市役所で採用します。 

○昇 秀樹委員長 それは正規の市の職員に。 

○企画部長 はい、そうです。ですので新た

に１人募集して採用する予定でありまして、

また地域おこし協力隊としてこちらで活躍し

ていただく若者も来ておりますので、そうい

う意味では少しですけれども、徐々にそうし

た方々もお見えになりますという状況です。 

○昇 秀樹委員長 地域おこし協力隊は久々

のヒットと言いますか、結構定住してくださ

る方もそこそこいますので。ただあれは勝手
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に枠を増やしたりすることは、できないので

すか。交付税で見ているのですか。 

○企画部長 特別交付税で見ていただいてお

ります。 

○昇 秀樹委員長 そうすると、新城で勝手

に枠を増やすわけにはいかないですね。 

○企画部長 できますが、１００人、２００

人というわけにはいきませんけれども。 

○昇 秀樹委員長 特交の措置はないけれど

も。 

○企画部長 いえ、あります。 

○昇 秀樹委員長 あるのですか。 

○企画部長 きちんと手順を踏んでやってい

けば特交の措置がありますので、増やしてい

くことは可能です。 

○昇 秀樹委員長 新城ではできれば地域お

こし協力隊をぼちぼち増やしていって、その

中で何割かの方が定住していただくと、割と

着実な地方創生につながる施策になりますね。 

○委員 聞いたりしているお話ですと、若者

政策にしてもいろいろな案は出てきても、そ

の中からどれを拾うかというか実行していく

かということが、若者の目から見た考え方と

いうものが、大人の目から見ると受け入れら

れない部分があるじゃないですか。地域おこ

し協力隊にしてもあるいはＩターンで帰って

きた人も地域にとって、「あんなことやっとっ

て大丈夫か」という方もいると思うのです、

多分。違う目で見られてしまう。 

だけど、これも一つの投資ですよね。それ

が全部芽が生えてくるわけではないですけど、

投資をしていくうちにこの中から芽が生えて

くるものもあると。そういう言い方をすると、

あれかもしれませんが。 

○企画部長 温かい目で見守るのが一番重要

なことかなということで。 

○委員 その辺を我慢強くやっていくという

ことですね。 

○企画部長 この前、今年度一年間の地域お

こし協力隊の活動発表があったのですが、応

援団の方々も来ていただいて、そうした発表

を聞いていただくと、やっぱりみなさんで温

かい目で地域おこし協力隊を育ててもらうと

言うと大変失礼な言い方になりますが、こう

した雰囲気で進めていかないと何やっている

のだというふうに言われてしまうと、ダメに

なってしまうのかなと。 

○昇 秀樹委員長 復興でうまくいっている

ところとそうでないところと、いろいろとあ

るわけですけれども、うまくいっているとこ

ろでよく取り上げられるのが女川町です。女

川町がなぜうまくいっているかというと、ま

ちづくりの復興プランを作る時にそこの商工

会の会長さんが６２歳の方ですけれども、復

興した町でこれから人生を送るのは、若い人

だと。それで、６０代、７０代の人は応援す

る演説はいいけど、若い人が言うことを否定

するような発言をするなと一番最初に言って、

それでそうだそうだとなって若い人にまかせ

たので、わりとうまくいったという話になっ

ています。ちゃんと調べればいろいろとある

かもしれませんが、でも大まかなストーリー

はそのようになっています。それはそうなの

ですよ。新しい街を作ったとして、６０代、

７０代の方は１０年、２０年だけですけれど、

２０代、３０代の方は４０年、５０年そこに

住むわけですよね。そうするとそれは、やっ

ぱり４０年、５０年住む人が決めた方が高々

５年、１０年しか住まない人が決めるよりか

は合意的ですよね。これは震災があってゼロ

からという形で作るからそのようなことがで

きたかもしれませんが、原理でいえば新城市

のまちどうするのかということは、６０代、

７０代、８０代の人が決めるよりも、これか

ら新城で３０年、４０年、５０年過ごす人が、

自分の将来がかかっていますから真剣になる
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はずですよね。だから、理想論を言うと若い

人が基本的に考えたことを尊重して、あとは

どちらかと言えば後押し、応援隊の役割をす

るということができれば理想は理想だと思い

ます。 

 なかなか、言うは易く行うは何ですけれど

も、それはそうですよね。だって、変なので

すよ。福島のあるところでもどうするかとい

うときに、結局、高齢者が決めてしまってい

るのです。住民投票でも何でも。やっぱりお

かしいですよ。これからのまちをどうするか

ということは２０代、３０代、４０代の人で

すよね。でも結局６０代、７０代の人たちの

数が多いのですよ、それで結局決めてしまう

と。それで若い人たちはこんなまちというこ

とで、出て行ってしまう。その気持ちもよく

わかりますよね。 

 だからまちを作るという時には、そのまち

に長くコミットする人の意見をどちらかとい

えばウェイトをかけて大事にして、１０年と

か２０年しかまちにいない方の意見のウェイ

トを考えていただきたい。 

○総務部長 東北の震災ではないですが、新

城市も中山間地域で崩壊寸前の集落があった

場合で、例えばそれが強制的にできるか強制

的でなくても集落移転をするということがま

とまった場合は、将来的な公共投資など考え

ていくと、若い人が住み続けるということが

出来る事業というものがあまり進んでいない

ような気がします。 

○昇 秀樹委員長 まさにそうですよね。特

にウェイトにおいても高齢者が多数ですから、

それから発言権ももともと強いですから、結

果としてそういう方の声が通ってしまって、

そうするとそれはここ５年、１０年しか見て

いない場合が少なくないです。ですから２０

年、３０年、４０年先を見てその集落をどう

するのかというのは、本当のことを言うとそ

のことに一番強い利害関係を持っている若い

人の声がどちらかと言えば強めに反映できる

ような仕組みの方がいいのですが、でも、現

実は違いますよね。数では高齢者が圧倒的に

多いですし、元々若い人の意見は若造が何を

言っているのだという雰囲気がありますし、

それはやはり真剣に考えないと、そこで何十

年も暮らす覚悟をもっている人の意向を大事

にするという文化・慣行を作らないと。女川

町は地域の有力者である商工会長さんがいの

一番に言ってくれたから全員の認識としてそ

うだなとなったのです。 

○総合政策部参事 すみません。事務局から

少し説明をさせていただきたいと思います。 

○事務局 先ほど推進計画の案につきまして

は、委員の皆様から了承をいただきましたけ

れども、その中の部局別計画シートを本日別

添として付させていただいておりますけれど

も、こちらは各課から行政改革推進計画の第

４章の８つの基本項目に沿って作成をお願い

したところ、全部で９８の取組が出てきてお

りますけれども、基本項目が重複しているも

のもあり再掲という形のものもありますので、

取組としては９２項目出てきております。こ

ちらの内容につきましては、今後事務局で詰

めさせていただきまして、推進計画に付けさ

せていただきたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 それから、先に資料を送付させていただい

た段階で本日この後市長に渡していただく答

申の案でございますが、こちらの内容につき

ましても委員の皆様から意見をいただいてお

りませんので、こうした形での答申をこれか

ら市長にお渡しいただければと思いますが。 

○昇 秀樹委員長 これ、部門別計画シート

も推進計画の一部という考えですか。 

○事務局 はい。市が策定する中で付けてい

きますが、答申する中では部局別計画は除い
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た形でお願いいたします。 

○昇 秀樹委員長 答申の案文についてはみ

なさんこれでよろしいでしょうか。 

（意見なし） 

○昇 秀樹委員長 はい、ありがとうござい

ます。それではこれでお願いいたします。 

○総合政策部参事 慎重なご審議をしていた

だきありがとうございました。ただいま、推

進計画案及び答申につきましてありがとうご

ざいました。この後、市長に答申をお渡しし

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

 （市長入室） 

○総合政策部参事 本日第５回の策定委員会

を行い、答申をいただけるようになりました。

それでは委員長よろしくお願いします。 

○昇 秀樹委員長 これ、全部読むとあれで

すので、上の３行ぐらいにさせていただきま

す。 

新城市行政改革推進計画の策定について（答

申）。 

平成２６年６月１３日付け新総３・１・２で

諮問のありました「新城市行政改革推進計画

の策定」につきまして、別添計画（案）を添

え下記のとおり答申いたします。 

新城市長 穂積亮次 様。 

新城市行政改革推進計画策定委員会 委員長  

昇 秀樹。 

よろしくお願いします。 

○市長 ただいま昇委員長より答申を確かに

受け取らせていただいたところでございます。

このたび、それぞれみなさん大変お忙しい中

にも関わらず、新城市の行政改革推進の計画

につきまして多方面からですね、検討・ご審

議いただき、また非常に内容の濃いものでお

まとめいただいたと聞いております。行政改

革は言葉としてはずーっと何十年も続いてい

るわけですけれども、逆にそれだけに時代ご

とにその行政改革の理念、あるいは手法につ

いて、その時代の変化を反映しつつ、また時

代を見据えた行政改革計画にしていかなけれ

ばならないと思っているところでございます。 

 私どもとしては一番直近の大きなものはや

はり合併に伴う職員数の定員計画であります

とか、行財政の適正な運営ということがござ

いました。それを進めつつ同時に、合併１０

周年を迎える今年でございますけれども、同

時にいわゆる地方創生元年という、いわゆる

人口減少時代に備えるべき自治体の責務・役

割、その中での適正な行政運営のあり方、こ

ういう視点をこれからは強く取り入れて、行

政改革に邁進していかなければならないと思

っています。単なる言葉合わせ、数合わせの

行政改革ではなくて、時代の要請にこたえら

れるようなものに推進をしてまいりたいと考

えております。 

 その基礎となるべき答申をいただきました

ので、私どもこれを全部署で共有しながら、

また市民の皆さんにもこの行政改革の趣旨を

周知徹底しながら、より信頼される自治体改

革に向かって邁進をしていく決意でございま

す。 

 以上を述べまして、委員皆さんの長時間に

わたるご労苦、ご審議に感謝の意を込めてご

挨拶とさせていただきます。本当にありがと

うございました。 

○総合政策部参事 どうもありがとうござい

ました。以上を持ちまして、行政改革推進計

画策定委員会を終了します。 

 ありがとうございました。 

 

 

 

  閉会 午後３時１０分 

 


